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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

 

 本研究は，心筋梗塞患者の退院後の危険因子改善や再発防止のための自己管理行動の形成・維持

に関わる諸要因（「療養の知識」，「支援体制」など）のレビューを通して、これらの要因が自律的な

自己管理行動の形成・維持に必ずしも十分にでないことを明らかにし、自律性を促す機序を理解す

る上で教育心理学的視点の導入の必要性に着目し、「自己調整学習能力（自己教育力）」及び「病気

と共に生きることへの積極的な態度」の２つの要因の役割を指摘し、それを実証的に検証するもの

である。その際、レビュー及び長年の臨床観察にもとづき、これら関連する諸要因の関係に関する

パス･モデルを提案した。実証研究では、まず５尺度（「病気と共に生きる姿勢」，「自己調整学習能

力」，「自己管理行動」，「療養の知識」，「医療関係者との支援体制」）を、新たにあるいは既存尺度を

医療場面に適合可能なように修正・拡張することで、構成･開発した。次に、提案したパス・モデル

を、心筋梗塞患者を対象に、検証した。その結果、自己調整学習が媒介要因として自律的自己管理

行動を促進すること、病気と共に生きる姿勢が自律的自己管理行動を促進することが実証的に示さ

れた。最後に、得られた知見の臨床実践や医療教育（医師･看護師等）における意義と提言及び本研

究の今後の課題や可能性が議論された。本研究は、理論的には、教育心理学的視点（特に自己調整

学習理論）の医療現場への適用の有効性・可能性を新たにかつ実証的に示したこと、心筋梗塞患者

からの貴重なデータにもとづく結果であること、更に患者の自律的自己管理行動の重要な規定因の

一つを明らかにしたことなど、貴重な知見を提供するものであり、価値ある業績であると認められ

る。 

よって，本論文は博士（心理学）の学位に値するものと認める。 

 


